
一

は
じ
め
に

高
齢
化
が
進
む
日
本
に
と
っ
て
、
医
療
や
介
護
は
社
会
に
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
あ
り
、
新
し
い
制
度
や
技
術
も
次
々
と
誕
生
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

り
専
門
用
語
も
増
え
、
そ
の
専
門
用
語
を
使
用
す
る
機
会
も
増
加
し
て
い

る
。国

立
国
語
研
究
所
（
二
〇
〇
三
）
に
よ
る
と
、
外
来
語
を
言
い
換
え
て
ほ

し
い
分
野
に
関
す
る
問
い
の
回
答
で
、
医
療
・
福
祉
分
野
（
五
六
・
〇
％
）

（
�
）

は
政
治
・
経
済
（
五
六
・
四
％
）
に
続
い
て
二
番
目
に
多
か
っ
た
。
用
語
の

理
解
が
不
十
分
で
あ
れ
ば
、
治
療
や
介
護
の
方
法
を
適
切
に
決
定
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
そ
の
後
の
生
活
の
質
が
下
が
り
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
や
周

囲
の
人
の
不
安
や
負
担
も
大
き
く
な
る
と
い
っ
た
問
題
が
起
こ
り
う
る
。
つ

ま
り
、
医
療
・
福
祉
の
専
門
用
語
は
専
門
職
者
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の

人
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
医
療
・
福
祉
分
野
に
お
け
る
外
来
語
が
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ

て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
医
療
・
福
祉
分
野
だ
け
で

な
く
、
日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
使
用
さ
れ
る
外
来
語
「
ケ
ア
」
と
、
そ

の
類
義
語
、
言
い
換
え
語
で
あ
る
漢
語
「
介
護
」
を
取
り
上
げ
る
。「
ケ
ア
」

は
複
合
語
の
一
部
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
た
め
、「
ケ
ア
」
と

「
介
護
」
が
ど
の
よ
う
な
複
合
語
を
構
成
す
る
か
と
い
う
点
か
ら
、
両
語
の

特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

二

先
行
研
究

本
稿
で
調
査
対
象
と
す
る
「
ケ
ア
」
を
取
り
上
げ
た
研
究
と
し
て
陳
（
二

〇
一
四
）
が
あ
る
。

陳
（
二
〇
一
四
）
で
は
、
二
〇
〇
六
年
の
『
中
日
新
聞
』
を
資
料
と
し

て
、「
ケ
ア
」
と
「
介
護
」
の
相
違
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、「
意
味
フ
レ
ー
ム
」（
あ
る
語
と
結
び
つ
い
た
背
景
的
世
界
知
識
）
な
ど

を
用
い
、「
ケ
ア
」
と
「
介
護
」
の
「
直
前
直
後
共
起
語
」「
文
中
共
起
語
」

を
分
析
し
、
両
語
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
陳
（
二
〇
一
四
）
で
は

外
来
語
「
ケ
ア
」
と
そ
の
類
義
語
に
つ
い
て

西

村

優

子
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「
意
味
フ
レ
ー
ム
」
を
〈
制
度
〉〈
病
状
／
治
療
〉〈
美
容
〉
な
ど
一
二
類
に

分
け
、
調
査
の
結
果
、「
ケ
ア
」
は
医
療
・
精
神
・
美
容
面
で
使
用
さ
れ
る

の
に
対
し
、「
介
護
」
は
医
療
面
で
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
、

共
起
語
の
語
種
に
つ
い
て
は
、「
ケ
ア
」
が
全
て
の
語
種
と
共
起
す
る
の
に

対
し
、「
介
護
」
は
主
に
漢
語
・
和
語
と
共
起
す
る
と
し
て
い
る
。

陳
（
二
〇
一
四
）
は
、
大
規
模
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
「
ケ
ア
」
と
「
介

護
」
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
し
て
重
要
な
研
究
で
あ

る
。
し
か
し
問
題
点
と
し
て
、
次
の
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

ず
、
調
査
資
料
が
ブ
ロ
ッ
ク
紙
一
紙
で
あ
り
、
新
聞
に
お
け
る
「
ケ
ア
」
と

「
介
護
」
の
使
用
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
現
代
語
に
お
け
る
「
ケ
ア
」
と
「
介
護
」
の
特

徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
幅
広
い
レ
ジ
ス
タ
ー
を
調
査
す
る
必
要
が

あ
る
。

ま
た
、
陳
（
二
〇
一
四
）
に
お
け
る
「
直
前
直
後
共
起
語
」
の
多
く
は
、

「
ケ
ア
」「
介
護
」
と
結
合
し
た
語
で
あ
る
が
、
助
詞
を
介
し
て
隣
接
し
て
い

る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
複
合
語
の
形
成
と
い
う
点
か
ら
見

た
場
合
、
正
確
さ
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
複
合
語
と
い
う
点
か
ら
「
ケ

ア
」
と
「
介
護
」
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
再
調
査
が
必
要
で

あ
る
。

以
上
の
問
題
意
識
を
ふ
ま
え
「
ケ
ア
」
と
「
介
護
」
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ

う
な
語
と
結
び
付
き
や
す
い
の
か
調
査
す
る
。
具
体
的
に
は
、『
現
代
日
本

語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』（
以
下
、
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ｊ
と
略
す
）
で
集
め
た

用
例
か
ら
複
合
語
を
抽
出
し
、「
ケ
ア
」（「
介
護
」）
と
結
合
す
る
語
の
特
徴

に
つ
い
て
、
語
種
と
意
味
分
野
か
ら
分
析
し
て
い
く
。

三

調
査
資
料
・
調
査
方
法

本
稿
で
は
複
数
の
レ
ジ
ス
タ
ー
を
収
録
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ｊ
を
資
料
と
し

た
。
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ｊ
に
は
二
種
類
の
言
語
単
位
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
短
単
位

デ
ー
タ
（
一
・
一
）
を
用
い
る
こ
と
と
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
検
索
ツ
ー
ル
『
中
納

（
�
）

言
』（
二
・
一
・
〇
）
で
調
査
対
象
語
を
検
索
し
、
用
例
を
取
得
し
た
。「
ケ

ア
」
を
例
に
検
索
条
件
式
を
示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

キ
ー：

語
彙
素＝

�
ケ
ア
�W

ITH
O
PTIO

N
S
unit=”1”

A
N
D

tglW
ords=”20”

A
N
D
lim
itToSelfSentence=”0”

A
N
D
endO

fLine

=”C
R
LF”

A
N
D
tglK

ugiri=”|”
A
N
D
encoding=”U

TF−8”
A
N
D

tglFixV
ariable=”2”

各
語
の
使
用
例
数
の
総
数
は
「
ケ
ア
」
が
三
〇
五
五
語
で
、「
介
護
」
が

九
六
六
六
語
で
あ
る
（
あ
ら
か
じ
め
ご
み
を
取
り
除
い
た
数
）。

単
語
検
索
で
取
得
し
た
用
例
の
前
後
文
脈
を
目
視
で
確
認
し
、
複
合
語
を

抽
出
し
た
。
抽
出
し
た
複
合
語
は
、「
ケ
ア
」
が
二
四
〇
九
語
で
、「
介
護
」

が
九
二
六
七
語
で
あ
っ
た
。「
ケ
ア
」
は
全
用
例
数
の
う
ち
六
五
・
七
％
が
、

「
介
護
」
は
同
じ
く
八
〇
・
三
％
が
複
合
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
両
語
が
複
合
語
を
形
成
し
や
す
い
語
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、「
ケ
ア
」（「
介
護
」）
と
結
合
す
る
語
を
、「
ケ
ア
」

五
八



（「
介
護
」）
の
前
方
に
位
置
す
る
語
（
以
下
、
前
方
要
素
）
と
後
方
に
位
置

す
る
語
（
以
下
、
後
方
要
素
）
と
に
分
け
て
集
計
し
、
分
析
を
行
っ
た
。
以

下
、
用
例
に
付
し
た
下
線
は
、
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

四

調
査
結
果
・
考
察

四
・
一
「
ケ
ア
」
の
前
方
要
素
・
後
方
要
素

ま
ず
は
「
ケ
ア
」
の
前
方
要
素
と
後
方
要
素
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
表
１

は
「
ケ
ア
」
の
前
方
要
素
・
後
方
要
素
の
語
種
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異

（
�
）

な
り
語
数
と
延
べ
語
数
と
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
表
２
は
前
方
要
素
の

上
位
一
〇
語
を
、
表
３
は
後
方
要
素
の
上
位
一
〇
語
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。表

１
を
み
る
と
、「
ケ
ア
」
は
外
来
語
・
漢
語
と
結
合
し
や
す
い
の
に
対

し
、
和
語
と
は
あ
ま
り
結
合
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
漢
語
は
前
方
要
素
の

異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
、
後
方
要
素
の
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
三
〇
％
か
ら
五
〇
％
台
の
、
外
来
語
は
同
じ
く
三
〇
％
台
か

ら
六
〇
％
台
の
割
合
と
な
っ
て
お
り
、
漢
語
と
外
来
語
で
九
〇
％
以
上
を
占

め
て
い
る
。

ま
た
、
漢
語
・
外
来
語
と
の
結
合
に
つ
い
て
は
、
前
方
要
素
と
後
方
要
素

で
違
い
が
あ
る
。
前
方
要
素
で
は
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
と
も
外
来
語
の

比
率
が
最
も
高
い
が
、
後
方
要
素
で
は
、
異
な
り
語
数
は
漢
語
の
、
延
べ
語

数
は
外
来
語
の
割
合
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

表
２
・
表
３
を
見
る
と
、
前
方
要
素
・
後
方
要
素
と
も
上
位
一
〇
語
は
外

表 1 「ケア」の前方要素・後方要素の語種

「ケア」前方要素 「ケア」後方要素
異なり語数 延べ語数 異なり語数 延べ語数

語種 語数 ％ 語数 ％ 語数 ％ 語数 ％
和語 13 6.1 17 1.2 5 3.0 22 2.2
漢語 93 43.9 531 38.0 100 59.9 330 32.4
外来語 105 49.5 826 59.1 62 37.1 660 64.8

表 2 「ケア」の前方要素（上位 10語）

順位 前方要素 使用例数 語種
1 スキン 163 外
2 ターミナル 85 外
3 デイ 85 外
4 地域 74 漢
5 口腔 55 漢
6 在宅 49 漢
7 ○○的 47 漢
8 セルフ 42 外
9 プライマリー 37 外
10 ボディ 36 外

表 3 「ケア」の後方要素（上位 10語）

順位 後方要素 使用例数 語種
1 プラン 137 外
2 マネジャー 112 外
3 マネジメント 102 外
4 プラザ 52 外
5 センター 38 外
6 用品 25 漢
7 ハウス 24 外
8 施設 23 漢
9 サービス 23 外
10 システム 22 外

外
来
語
「
ケ
ア
」
と
そ
の
類
義
語
に
つ
い
て

五
九



来
語
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。
前
方
要
素
の
例
を
示
す
と
、

（
一
）
一
番
効
果
的
な
ス
キ
ン
ケ
ア
は
化
粧
品
で
は
な
く
「
規
則
正
し

い
生
活
」（PB

31_00077

）

（
二
）
医
療
費
節
約
の
た
め
に
在
宅
ケ
ア
を
す
す
め
よ
う
（LB

i3_

00136

）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
複
合
語
は
美
容
や
介
護
、
医
療
な
ど
に
関

す
る
語
と
い
え
る
。

後
方
要
素
の
例
と
し
て
は
、

（
三
）
要
介
護
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
る
介
護
支
援
専
門
員

（PB
24_00024

）

（
四
）
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
訪
問
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
在

宅
介
護
に
関
わ
る
（O

P
56_00001

）

（
五
）
公
的
ケ
ア
施
設
は
非
常
に
少
な
い
た
め
、
大
部
分
の
高
齢
者
は

（LB
p
3_00143

）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
方
要
素
と
は
異
な
り
、
い
ず
れ
も
介
護
に
関
す
る

語
で
あ
る
。

四
・
二
「
介
護
」
の
前
方
要
素
・
後
方
要
素

次
に
、「
介
護
」
の
前
方
要
素
と
後
方
要
素
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
表
４

表 4 「介護」の前方要素・後方要素の語種

「介護」前方要素 「介護」後方要素
異なり語数 延べ語数 異なり語数 延べ語数

語種 語数 ％ 語数 ％ 語数 ％ 語数 ％
和語 3 3.7 30 1.3 6 2.6 36 0.5
漢語 76 93.8 2268 98.6 184 79.0 6141 88.1
外来語 2 2.5 2 0.1 40 17.2 684 9.8

表 5 「介護」の前方要素（上位 10語）

順位 前方要素 使用例数 語種
1 要 862 漢
2 在宅 205 漢
3 居宅 183 漢
4 訪問 135 漢
5 家族 104 漢
6 生活 90 漢
7 高齢者 81 漢
8 ○○的 67 漢
9 通所 50 漢
10 老人 47 漢

表 6 「介護」の後方要素（上位 10語）

順位 後方要素 使用例数 語種
1 保険 2078 漢
2 サービス 525 外
3 者 464 漢
4 予防 424 漢
5 支援 314 漢
6 認定 270 漢
7 老人 233 漢
8 休業 203 漢
9 福祉 184 漢
10 休暇 142 漢

六
〇



は
「
介
護
」
の
前
方
要
素
・
後
方
要
素
の
語
種
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異

（
�
）

な
り
語
数
と
延
べ
語
数
と
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
表
５
は
前
方
要
素
の

上
位
一
〇
語
を
、
表
６
は
後
方
要
素
の
上
位
一
〇
語
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。表

４
を
見
る
と
「
介
護
」
は
漢
語
と
結
合
し
や
す
い
こ
と
が
わ
か
る
。
漢

語
は
前
方
要
素
で
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
と
も
九
〇
％
以
上
を
、
後
方
要

素
で
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
と
も
八
〇
％
以
上
を
占
め
て
い
る
。
外
来
語

は
後
方
要
素
で
異
な
り
語
数
一
七
・
二
％
、
延
べ
語
数
九
・
八
％
を
占
め
る

も
の
の
、
漢
語
の
割
合
と
の
差
は
大
き
い
。
和
語
は
さ
ら
に
低
い
割
合
と
な

っ
て
お
り
、「
介
護
」
は
和
語
・
外
来
語
と
は
ほ
と
ん
ど
結
合
し
な
い
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

表
５
・
表
６
を
み
て
も
、
表
６
の
第
二
位
に
「
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
る
ほ
か

は
、
す
べ
て
漢
語
で
あ
る
。
前
方
要
素
の
例
は
、

（
六
）
高
齢
の
方
や
要
介
護
の
方
が
、
在
宅
で
安
全
に
暮
ら
し
た
り

（O
P
72_00001

）

（
七
）
介
護
の
仕
組
み
を
家
族
介
護
か
ら
社
会
介
護
へ
（PB

13_

00367

）

の
よ
う
に
、
介
護
の
種
類
や
状
態
を
示
す
も
の
が
多
い
。

一
方
、
後
方
要
素
の
例
と
し
て
は
、

（
八
）
全
額
が
介
護
保
険
で
支
給
さ
れ
る
（LB

s3_00169

）

（
九
）
介
護
認
定
を
行
い
、
要
介
護
度
の
決
定
を
し
た
後
（PB

24_

00024

）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
介
護
の
制
度
や
仕
組
み
に
関
す
る
語
が
多
い
。

四
・
三

前
方
要
素
・
後
方
要
素
の
意
味
分
野

本
節
で
は
、「
ケ
ア
」「
介
護
」
の
前
方
要
素
、
後
方
要
素
の
特
徴
に
つ
い

（
�
）

て
、『
分
類
語
彙
表
』
を
用
い
、
意
味
分
野
の
面
か
ら
見
て
い
く
。

「
ケ
ア
」「
介
護
」
そ
れ
ぞ
れ
の
前
方
要
素
、
後
方
要
素
を
『
分
類
語
彙

表
』
の
「
中
項
目
」
で
分
類
し
、
各
分
類
の
延
べ
語
数
を
示
し
た
の
が
表
７

で
あ
る
。
表
７
で
は
、
前
方
要
素
・
後
方
要
素
を
区
別
せ
ず
、
ま
と
め
て
集

計
し
た
。
ま
た
、
紙
幅
の
関
係
で
、「
体
の
類
」
の
み
を
示
し
た
。
な
お
、

「
ケ
ア
」「
介
護
」
の
前
方
要
素
、
後
方
要
素
に
は
、『
分
類
語
彙
表
』
に
収

（
�
）

録
さ
れ
て
い
な
い
語
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
分
析
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

表
７
を
み
る
と
、「
ケ
ア
」
の
中
で
最
も
多
い
意
味
分
野
は
、「
一
・
五
六

身
体
」（
二
六
四
件
）
で
、「
一
・
三
〇

心
」
が
二
三
六
件
、「
一
・
三
六

待
遇
」
が
二
〇
一
件
で
そ
れ
に
続
い
て
い
る
。「
一
・
五
六

身
体
」
に
分

類
さ
れ
る
語
は
「
ス
キ
ン
（
ケ
ア
）」、「
毛
穴
（
ケ
ア
）」
ま
た
用
例
一
〇
の

「
頭
皮
（
ケ
ア
）」、
な
ど
で
あ
り
、「
美
容
」
の
分
野
で
用
い
ら
れ
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

（
一
〇
）
頭
皮
ケ
ア
で
、
ダ
メ
ー
ジ
ヘ
ア
も
回
復
（PM

21_00995

）

外
来
語
「
ケ
ア
」
と
そ
の
類
義
語
に
つ
い
て

六
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「
一
・
三
〇

心
」
に
分
類
さ
れ
る
も
の
に
は
「（
ケ
ア
）
プ
ラ
ン
」
や

「（
ケ
ア
）
問
題
」、「
ス
ト
レ
ス
（
ケ
ア
）」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
一
・
三
六

待
遇
」
の
例
と
し
て
は
、「（
ケ
ア
）
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「（
ケ

ア
）
指
導
」、「
育
児
（
ケ
ア
）」
が
あ
る
。

上
位
の
三
分
野
を
合
わ
せ
る
と
七
〇
一
件
で
、「
ケ
ア
」
の
複
合
語
二
四

〇
九
語
の
二
九
・
一
％
を
占
め
る
こ
と
が
わ
か
る
。
上
位
三
分
野
を
合
わ
せ

て
も
複
合
語
全
体
の
三
分
の
一
に
も
満
た
な
い
こ
と
と
、
上
位
三
分
野
が
ど

れ
も
二
〇
〇
件
台
で
あ
り
特
別
に
突
出
し
て
い
る
分
野
は
な
い
こ
と
か
ら
、

「
ケ
ア
」
が
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
分
野
の
語
と
幅
広
く
結
び
付
い
て
お
り
、
大

き
な
偏
り
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、「
介
護
」
は
「
一
・
三
七

経
済
」
の
語
が
三
八
〇
八
語
と
圧
倒

的
に
多
く
、
次
に
「
一
・
三
三

生
活
」
が
一
三
三
六
件
と
続
い
て
い
る
。

「
一
・
三
七

経
済
」
の
例
に
は
、「
要
（
介
護
）」、「（
介
護
）
保
険
」、

「（
介
護
）
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
が
あ
る
。

（
一
一
）
介
護
保
険
法
に
規
定
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（PB

13_

00011

）

（
一
二
）
保
険
給
付
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
（PB

13

_00011

）

例
一
一
や
一
二
の
よ
う
に
「
介
護
」
に
関
す
る
制
度
や
法
に
関
す
る
用
語
の

使
用
が
多
い
た
め
に
件
数
が
伸
び
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
一
・
三
三

生
活
」
で
は
「
入
浴
（
介
護
）」、「（
介
護
）
予
防
」、「（
介
護
）
福
祉
」
の

よ
う
な
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

表 7 「ケア」「介護」と結合する
語の意味分野

部門 中項目 ケア 介護

抽
象
的
関
係

1.10 事柄 3 9
1.11 類 47 81
1.12 存在 1 2
1.13 様相 45 312
1.14 力 8 32
1.15 作用 39 67
1.16 時間 77 177
1.17 空間 86 59
1.18 形 6 30
1.19 量 52 195

人
間
活
動
の
主
体

1.20 人間 55 782
1.21 家族 3 112
1.22 仲間 2
1.23 人物 21 7
1.24 成員 157 145
1.25 公私 15 11
1.26 社会 100 133
1.27 機関 33 109

人
間
活
動
―

精
神
お
よ
び
行
為

1.30 心 236 231
1.31 言語 31 20
1.32 芸術
1.33 生活 103 1336
1.34 行為 10 53
1.35 交わり 6 450
1.36 待遇 201 349
1.37 経済 33 3808
1.38 事業 126 99

生
産
物
お
よ
び
行
為

1.40 物品 18
1.41 資材 7
1.42 衣料 2 1
1.43 食料 17
1.44 住居 39 215
1.45 道具 36 58
1.46 機械 59 58
1.47 土地利用

自
然
物
お
よ
び
用
具

1.50 自然 29
1.51 物質 4
1.52 天地
1.53 生物 2
1.54 植物
1.55 動物 5 1
1.56 身体 264 31
1.57 生命 32 29

六
二



上
位
二
分
野
の
合
計
が
五
一
四
四
件
で
、「
介
護
」
の
全
複
合
語
九
二
六

七
語
の
う
ち
五
五
・
五
％
と
、
過
半
数
を
占
め
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
二
分
野

は
ど
ち
ら
も
「
人
間
活
動
│
精
神
お
よ
び
行
為
」
の
部
門
に
属
し
て
お
り
、

結
び
付
く
語
の
意
味
分
野
に
は
偏
り
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

五

終
わ
り
に

今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、「
ケ
ア
」
と
「
介
護
」
に
つ
い
て
以
下
の
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
ケ
ア
」

・
複
合
語
を
構
成
す
る
場
合
、
外
来
語
と
結
合
す
る
こ
と
が
最
も
多
く
、

漢
語
が
そ
れ
に
続
く
。
和
語
と
は
ほ
と
ん
ど
結
合
し
な
い
。

・
結
合
す
る
語
の
意
味
分
野
で
は
「
一
・
五
六

身
体
」「
一
・
三
〇

心
」「
一
・
三
六

待
遇
」
が
多
い
。

・
こ
れ
ら
上
位
三
分
野
で
複
合
語
全
体
の
二
九
・
一
％
を
占
め
る
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
結
合
す
る
語
に
大
き
な
偏
り
は
な
く
幅
広
い
意
味
分
野

の
語
と
結
合
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

「
介
護
」

・
漢
語
と
複
合
語
を
構
成
し
や
す
く
、
外
来
語
と
和
語
と
の
結
合
は
少
な

い
。

・
結
合
す
る
語
の
意
味
分
野
は
「
一
・
三
七

経
済
」
が
圧
倒
的
に
多

く
、
続
く
「
一
・
三
三

生
活
」
と
合
わ
せ
て
過
半
数
を
占
め
る
。
結

合
す
る
語
の
意
味
分
野
の
偏
り
を
表
し
て
い
る
。

今
回
調
査
に
用
い
たB

C
C
W
J

は
、
一
九
七
六
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
を
対

象
と
し
た
書
き
言
葉
コ
ー
パ
ス
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
記
の
結
果
も
二

〇
〇
九
年
ま
で
の
使
用
実
態
と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
さ
ら
に
今
後
そ
れ

以
降
の
動
向
も
調
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

「
ケ
ア
」
と
い
う
語
を
目
に
す
る
機
会
は
増
え
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、

高
齢
者
を
中
心
に
意
味
を
知
ら
な
い
人
々
に
も
こ
の
言
葉
が
使
用
さ
れ
る
状

況
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
幅
広
い
意
味
を
持
つ
た
め
、
そ
の
言
い
換
え

語
も
こ
こ
で
あ
げ
た
「
介
護
」
以
外
に
も
多
数
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
外
来

語
は
す
で
に
日
本
語
に
確
実
に
流
入
し
て
お
り
、
外
来
語
を
使
用
し
な
い
と

い
う
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
使
用
を
減
ら
そ
う
と
す
る
取
り
組
み
よ
り
も

大
事
な
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
相
手
の
反
応
を
し
っ
か
り

と
読
み
取
り
、
相
手
が
わ
か
る
よ
う
に
伝
え
よ
う
と
す
る
意
識
を
常
に
も
つ

こ
と
で
あ
る
。

注（
�
）
全
国
四
五
〇
〇
人
を
対
象
に
し
た
外
来
語
の
使
用
な
ど
に
関
す
る

意
識
調
査
。

（
�
）B

C
C
W
J

に
つ
い
て
は
、
山
崎
（
二
〇
〇
七
）、
前
川
（
二
〇
〇

八
）
を
参
照
。

（
�
）
表
１
に
示
し
た
も
の
の
ほ
か
英
語
と
結
合
し
た
例
も
あ
る
が
、
非

常
に
少
な
か
っ
た
た
め
、
表
に
は
示
さ
な
か
っ
た
。

外
来
語
「
ケ
ア
」
と
そ
の
類
義
語
に
つ
い
て

六
三



（
�
）
表
４
に
示
し
た
も
の
の
ほ
か
英
語
・
数
字
と
結
合
し
た
例
も
あ
る

が
、
非
常
に
少
な
か
っ
た
た
め
、
表
１
と
同
様
、
示
さ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
数
字
と
は
、
次
の
例
の
よ
う
に
介
護
度
を
示
す
数
字
で

あ
る
。
要
介
護
１
以
上
な
ら
さ
ら
に
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
ま
す
。（LB

s3_00169

）

（
�
）『
分
類
語
彙
表
』
と
は
、
収
録
語
数
が
約
九
万
六
千
語
で
、
そ
の
採

用
範
囲
は
「
現
代
の
日
常
生
活
で
普
通
に
用
い
ら
れ
る
語
を
中
心

に
、
各
種
語
彙
調
査
の
結
果
そ
の
他
か
ら
選
定
し
た
」
と
さ
れ
て
い

る
。
分
類
に
は
「
分
類
番
号
」
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
番
号
に

よ
っ
て
、
よ
り
広
い
概
念
か
ら
順
に
、「
類
」「
部
門
」「
中
項
目
」

「
分
類
項
目
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
�
）
以
下
の
記
述
で
複
合
語
の
割
合
に
言
及
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ

の
母
数
に
は
表
７
で
除
外
し
た
数
も
含
む
。
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